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1 世界に誇れる環境の街さっぽろ：さっぽろ元気ビジョンを実現するために策定するプランのひとつである札幌新まちづくり計画
(今後のまちづくりの考え方や、重点的に進める施策・事業などを定める中期実施計画)に掲げる施策体系別計画の5つの目標の

ひとつ。さらに、この目標実現のための重点戦略課題を 4つに分類している。 
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１ 平成 18 年度予算要求にあたっての基本的考え方 

札幌市の財政状況は、中期財政見通しにおいて 18 年度末には 192 億円の収

支不足が見込まれ、当年度において「財政構造改革プラン2（以下「改革プラン」と

いう。）」に掲げた取組みを進めてもなお、歳入歳出の状況変化などから引き続き

厳しい環境におかれています。 

このため、18 年度の建設局予算要求枠は、対前年度一般財源比で経常的経

費3.77％（改革プラン追加2%を含む）と臨時的経費20％の削減を図ることとなって

います。 

こうした厳しい状況の中、建設局としては、改革プランの 18 年度の取組項目に

ついて、着実に推進していかなければならない一方で、本年度の建設局実施プラ

ン3において掲げている、「道路・河川の整備・維持・管理等を通じ、市民の安心・

安全で快適な生活を守ること」という使命を引き続き果たしていかなければなりま

せん。 

そこで、建設局では次の３点について重点事項と位置づけ、限られた財

源の中で、効率的・計画的な執行ができるように、予算要求することとし

ています。 

① 事務事業の抜本的な見直し及び再構築（必要最低限の義務的経費の

精査や効率的、効果的な事業手法の検討など） 

② 選択と集中の促進による計画事業の確実な推進 

③  収納率向上に向けた積極的な取組みの推進 
                                                  
2 財政構造改革プラン：市役所改革のうち財政の改革をより具体化したプラン。平成 18 年度までに見込まれている収支不足を解

消するための具体的な取組項目と、引き続き中長期的に検討を進めるべき課題が整理されている。 
3 建設局実施プラン：施政方針「さっぽろ元気ビジョン」の実現を図っていくため、また、建設局の使命を着実に果していくために，

市長との協議・確認を経て建設局長が策定した実施計画。このプランは、平成 1７年度の事務事業で建設局長が特に重要と考え

る事項を中心として策定している。 
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２ 平成 18 年度建設局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 17年度 

予 算 額 

（A） 

平成 18年度 

要 求 額 

（B） 

増▲減額 

      

（B）－（A）＝(c) 

増▲減率 

 

（C／A×100）

管理部 
２３，１６６

（１７，９５８）

２２，３９２

   （１７，２０１）

▲７７４ 

（▲７５７） 

▲３．３％

（▲４．２％）

 うち雪対策室 
１４，９８１

（１３，３０４）

１４，８６０

   （１３，１５８）

▲１２１ 

（▲１４６） 

▲０．８％

（▲１．１％）

用地部 
６４４

(０)

１，６４９

(０)

１，００５ 

         （０） 

１５６．０６％

      （－％）

土木部 
３８，００２

 （１０，０９７）

３５，２１９

   （８，８０７）

▲２，７８３ 

（▲１，２９０） 

▲７．３％

(▲１２．８％）

合  計 
６１，８１２

（２８，０５５）

５９，２６０

   （２６，００８）

▲２，５５２ 

（▲２，０４７） 

▲ ４．１％

（▲７．３％）

 

※１ （  ）内は一般財源額 

※２ 本表は百万円単位のため、増減額及び増減率が一致しない場合がある 
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【特別会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 17年度 

予 算 額 

（A） 

平成 18年度 

要 求 額 

（B） 

増▲減額 

      

（B）－（A）＝(c) 

増▲減率 

 

（C／A×100）

駐車場会計 

（札幌駅北口地下駐

車場） 

２３８ ２２８ ▲１０ ▲４．２％

公共用地先行取

得会計 
７１０ ０ ▲７１０ 皆減

砂防用地先行取

得会計 
４６０ １０３ ▲３５７ ▲７７．６％

 
なお、下水道事業会計を除く    
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３ 予算要求の重点事項 
 

 

 

日常生活や余暇活動など様々な場面でうるおいと安らぎを感じることの

できるまちづくりを推進するため、良好な水辺環境を保全するとともに、

河川の環境整備や水環境の改善に取り組む。また、地域特性に応じた効率

的・効果的な雪対策を進めるとともに、歩行者と自転車が快適に利用でき

る空間の創出や魅力的で活力のある都心の再生などを実施する。 

 

 

 

 

 

 
ア 水と緑のネットワーク事業（土木部）      １１３百万円【新まち等】 

水枯れなど水辺環境の悪化している河川に、せせらぎを取り戻すために導水施

設整備等を行う。 

 
イ 多自然型川づくり事業（土木部）      ２，０５７百万円【新まち等】 

（うち多自然型河川整備事業    ５５百万円） 

自然豊かで親しみのある水辺環境を創出するため、治水事業に併せて、散策路

や広場等の親水施設整備、生物の生息環境に配慮した環境整備、治水整備完了河

川の再生整備を行う。 

【成果指標】 

多自然型河川の整備延長  

【目標】 １０ｋｍ（H17）→１１ｋｍ（H18）【効果】１ｋｍ増 

 

（１）世界に誇れる環境の街さっぽろ 

１ 水とみどりのうるおいと安らぎのある街の実現 

           ２，１７０百万円（２，７９３百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額
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ア 冬の生活文化情報発信事業（管理部）        １２百万円【新まち等】 

札幌（北国）特有のライフスタイルや生活文化に関心を持てるようなウェブペ

ージ4を集めたポータルサイト5を作成し情報提供を行う。併せて、市広報誌折込

みなど雪対策事業についての PRを行う。 

 
イ 凍結路面対策費（管理部）             ７５百万円【新まち等】 
（うち 歩道の凍結路面対策による歩行環境の改善   ３１百万円） 

冬期道路交通の円滑化と安全性の向上のため，公共施設周辺の歩道の凍結防

止剤の散布及び砂箱の設置を行う。 

【成果指標】 

市民の協力による歩道への滑り止め材の散布  

【目標】 ４７%（H17）→５０%（H18） 【効果】３%向上 

 
ウ パートナーシップ排雪費及び市民助成トラック事業費等（管理部） 

   １，５４６百万円【新まち等】

（うち地域に密着した雪処理の推進         １６百万円） 

冬期生活環境の充実を図るため、パートナーシップ6による市民・企業・行政

のそれぞれが役割を分担し、連携しながら生活道路の排雪を行うとともに、地

域で処理する地域密着型の雪処理体制を進める。 

【成果指標】 

市民とのパートナーシップによる除排雪 

【目標】１，０７５件（H17）→１，１００件（H18）【効果】２５件増 

 
 
 
 
 

                                                  
4 ウェブページ：インターネットのホームページのこと。 
5 ポータルサイト：インターネットでウェブ-ページを見る際に，最初に入るウェブ-サイト。 
6 パートナーシップ：共同で何かを行うための、対等な協力関係のこと。 

２ 北国らしいゆたかな暮らしの実現 

           １，６３３百万円（１，３１０百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額
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ア ＪＲ白石駅周辺地区整備費（土木部）        ７６０百万円【新まち等】 

自由通路、駅前広場の整備などＪＲ白石駅周辺の改善を行う。 

 

イ 歩道バリアフリー7化事業･無電柱化事業（土木部） 

1，８３２百万円【新まち等】 
（うち歩道バリアフリー化事業   ８４５百万円） 

歩道の段差解消や無電柱化による良好な歩行空間の確保を図るため、歩道バリ

アフリー化や電線共同溝整備を実施する。 

【成果指標】 

歩道のバリアフリー化の状況 

     【目標】６０％(H17)→８０％(H18) 【効果】２０％向上 

 

 

ウ 歩行者と自転車の共存する空間の創出事業費（管理部） 
１６３百万円【新まち等・レベルアップ】 

歩行者と自転車の共存を図りながら利用できる道路等の公共空間を創出し、市

民生活の快適性の向上や都市機能の維持を図るために、以下の事業を実施する。 

① 放置禁止区域内自転車対策業務 
② 札幌駅周辺の有料駐輪場の管理 
③ 都心部における路上駐輪場の整備 
④ 自転車等放置禁止区域の拡大 
⑤ 都市型レンタサイクル8 

    ⑥ 自転車駐輪のマナーについての啓発活動（４百万円【レベルアップ】） 
 
 
 
 
 
                                                  
7 バリアフリー：高齢者や障がいのある人などが社会生活をしていくうえで障壁となるものを除去すること。 
8 都市型レンタサイクル：自宅から駅まで自転車を利用する人と駅から会社や学校まで自転車を利用する人が、２人で自転車を

共有することにより、路上放置自転車の削減と駐輪場施設の有効活用を図る事業。 

３ 歩いて暮らせる快適で美しい街の創造 

              １０，２７４百万円(４，６７４百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額
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エ 大通・駅前通の景観保全型広告整備地区の指定（管理部） 
                              【新まち等】（予算計上なし） 

都市景観形成地区に指定されている大通及び札幌駅前通について、「景観保全

型広告整備地区」に指定し、不法占用物件に対する適正化業務と連携して、屋外

広告物掲出のルールづくりや一定の規制を行う。 

 

【成果指標】 

都心部の歩行空間の屋外広告・看板の数 

【目標】 ２１２個(H14)→１５０個(H18)  【効果】６２個減 

 

オ 札幌駅前通地下歩行空間整備費（土木部）  ２，９２４百万円【新まち等】 

地下鉄「さっぽろ駅」と「大通駅」を連絡する公共地下歩行空間の整備を行う。 

 

カ 創成川通アンダーパス9連続化事業費（土木部）４，５９５百万円【新まち等】 

創成川通の２つのアンダーパスを連続化し、交通の円滑化を図るとともに親水

空間を創出する。 

  

 

 

 

･････････････････････････････････････････ 

 

 

市民の安全と安心を確保し災害に強いまちづくりを進める。 

道路の機能を確保するため、維持補修・清掃、街路灯や標識などの整備・

管理などの維持業務を効率的かつ適正に行う。 

都市の計画的発展や都市機能の強化を図るため、道路整備や河川整備な

どの社会基盤の整備を行う。 

 
                                                  
9 アンダーパス：線路や道路などを地下道の立体交差でくぐる構造のこと。 

(２) その他の重点施策・事業 
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本市の管理する市道・道道を対象に、道路の正しい利用についてのＰＲと不法占

用物件の一掃と地域の特色に応じて、その地域ごとの屋外広告物の許可基準等を定

める「地区指定制度」を活用し、優れた都市景観の形成と風致の維持を図る。 
また、道路交通の障害、冬期間の除雪の障害となっている放置車両の撤去を実施

する。 
ア 不法占用指導事業費（管理部）                    ８百万円 

イ  屋外広告物指導事業費（管理部）               ２２百万円 
   ウ 放置自動車処分委託費（管理部）                ４百万円 

 
 
 
 
 
 
近年増加している自転車について、総合的な対策を推進し、歩行者と自転車の共

存する道路等の公共空間を創出し，市民生活の快適性の向上や、都市機能の増進を

図ります。 

ア 歩行者と自転車の共存する空間の創出事業費(管理部)（再掲）      
１６３百万円【新まち・レベルアップ】 

 

 

 

 

 

 

道路は市民生活と経済活動を支えるための基礎的な都市基盤であり、都市機能を

支える重要なライフラインである。 

この機能を確保していくため、維持補修・清掃、街路灯等の整備・管理等を業務

の効率化を図りながら、効果的で適正な道路交通機能の維持に努める。 

 

１ 道路の適正な管理 

           ３４百万円（４８百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額

３ 道路交通機能の維持 

           ４，９７８百万円（５，２４４百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額

２ 歩行者と自転車の共存する空間の創出         

           １６３百万円（２１７百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額
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   ア 道路橋りょう維持費（管理部）               ２，９７２百万円 
   イ 道路清掃費（管理部）                    ８５３百万円 
   ウ 市設街路灯維持管理費・市設街路灯整備費（管理部）   １，１５３百万円 
 
 
 
 
 
 
 
  
平成 12 年 8 月に策定した「札幌市雪対策基本計画」に基づいて、「冬期道路交通

の円滑化と安全性の向上」、「パートナーシップによる冬期生活環境の充実」、「人と

環境にやさしい雪対策の実現」を基本方針とし、より効果的・効率的に除排雪、凍

結路面対策などの事業を展開する。 
・狭小バス路線の除排雪 ・交差点排雪 ・凍結結防止剤散布 ・歩行者用砂箱

設置など 
 
ア 除雪費（管理部）                     １４，５３７百万円 

     
 

    
 
 
魅力的で活力ある都市の実現を目指すために、札幌都市圏全体における主要幹線

道路のネットワークを強化し、交通公害の防止や経済の活性化を支え、また、公共

交通がより多くの人に利用されるように、安全性・快適性の確保など利便性の向上

を図る。 

ア 主要幹線道路の整備（土木部）            １，５６９百万円 
イ 公共交通の利便性向上に資する道路整備（土木部）   ５，３６４百万円 

ウ 立体交差事業（土木部）               ２，６５９百万円 
エ ＪＲ白石駅周辺地区整備費（土木部）（再掲）        ７６０百万円 
オ 補助幹線道路の整備（土木部）            ２，８９６百万円 

 
 
 
 

５ 円滑な道路交通の確保 

           １３，２４８百万円（１７，１２６百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額

４ 冬期道路交通機能の確保              

           １４，５３７百万円（１４，６５３百万円） 

注：（ ）内は 17 年度予算額 

６ 安心・安全な道づくりの推進 

           ６,４４０百万円（９，７４７百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額
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  高齢者や障がいを持つ方の自立した生活を支援し、誰もが歩きやすいバリアフリ

ー化された歩道空間の創出や、美しい街並み形成のための道路の無電柱化など、快適

で安心な道路の整備を図る。また、市民の安全性向上のため、日常生活に密着した生

活道路や歩道の整備のほか、特に死傷事故率の高い危険箇所での安全対策等、安心・

安全な道づくりを進める。 

ア あんしん歩行エリア整備・事故危険箇所対策（土木部）    １４７百万円 
イ 生活道路整備（土木部）                ４，４６１百万円 
ウ 歩道のバリアフリー化（土木部）（再掲）          ８４５百万円 
エ 道路の無電柱化（土木部）（再掲）             ９８７百万円 
 
 
 

 

 
 
 
札幌駅前通や創成川通において、歩いて楽しい歩行空間や親水空間を創出するこ

とにより、都心に魅力的なにぎわいを創出する。 
  また、人と環境を重視し、都心を活性化させるために、都心の通過交通を低減さ

せる適正な自動車利用による交通の円滑化、道路空間の再配分による円滑で安全な交

通環境の具体化を進める。 
 
ア 札幌駅前通地下歩行空間整備費（土木部）（再掲）    ２，９２４百万円 
イ 創成川通アンダーパス連続化事業費（土木部）（再掲）  ４，５９５百万円 
 

 
 
 
 
 
 

    
道路橋の耐震補強や、情報収集環境の充実・関連機関との情報共有化を推進し、

災害・事故等の未然防止や迅速な対応による安全な通行の確保を図る。 
   また、近年、大都市においては、河川の氾濫により都市機能に重大な影響を及ぼ

す「都市型水害」が頻発していることから、洪水から市民を守り、安全な社会基盤

を確保するため、水害に強いまちづくりを推進する。 
 
ア 既設橋りょうの耐震補強（土木部）            ６５０百万円 
イ ＩＴＳの推進（土木部）                 ２５５百万円 
ウ 河川改修事業（土木部）(多自然型川づくりを含む 再掲） ２，２５６百万円 
エ 河川の流域貯留事業（土木部）               ２９７百万円 
オ 河川の適正な維持管理（土木部）             ６３９百万円 

７ 都心の再生 

           ７，５１９百万円（２，５５５百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額

８ 災害に強い街づくりの実現 

           ４，０９７百万円（５，０８２百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額



 

－11－ 

 
 
 
 

 
水量が減少し水枯れを起こすなど水環境が悪化している河川に、せせらぎを取り

戻し、人と自然が調和したまちづくりを進めるため、水辺の魅力を活かしたうるお

いと安らぎのある水辺環境を創造する。 
 
ア 水辺環境の再生・創出（土木部）              ７０百万円 
イ 水と緑のネットワーク事業（土木部）（再掲）        １１３百万円 
ウ 市民との協働による川づくり（土木部）            １５百万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 良好な水辺環境の創造 

           １９８百万円（３８９百万円） 
注：（ ）内は 1７年度予算額
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４ 事務事業の総点検 
(1) 事務事業の見直し 
■一般事務費の節約や、効率的な執務による時間外勤務手当等の抑制 

＜見直し額５０百万円＞ 

■ 除雪作業等の効率化や、車両管理事務所の事務の効率化 
           ＜見直し額３３６百万円＞ 

■施設の保守レベルや、維持管理業務の契約方法の見直しによる経費節

減                     ＜見直し額１８百万円＞ 

■道路の清掃レベル等の見直し         ＜見直し額８６百万円＞ 
 道路清掃事業の頻度(回数)を主に見直しする。 
■道路・橋りょう等の維持補修作業等の見直し  ＜見直し額１６７百万円＞ 
 側溝・立体交差・橋りょう等維持補修の作業内容等の見直しや緊急性の

高いものに重点化をする。 
なお、＜見直し額合計６５７百万円＞は一般財源分である。 
 

(2) 受益者負担 
■道路占用料（看板類 500円(㎡／月)→740円(㎡／月)など） 

＜見直し額５４百万円＞ 
■堤防使用料（類似の土地価格×5.25/100→5.50/100） 

＜見直し額１６百万円＞ 
  なお、見直し額は、段階的改定における 18年度改定内容である。 
 
(3) 事業の選択と集中によるもの        ＜見直し額２，５７６百万円＞ 
限られた財源の中で、新まちづくり計画に位置付けられた事業等を着実

に推進するため、道路や街路などの新設改良事業を、より効率的・効果的

に実施するとともに、事業の重点化・優先化を図ることとする。 


